


　県老連では６月８日、平成30年度第２回評議員会において任期満了に係る理事・監事・評議
員を選任しました。理事については、任期は平成30年６月８日から平成32年度定時評議員会
終結時、監事・評議員については、任期は 30年６月８日から平成 34年度定時評議会終結時
となります。

役　　職 氏　　　名 県・市町老連等役職 備　考
会　　　長
（代表理事） 西　川　三代子 宇部市老連参与

副　会　長 石　川　　　啓 学識経験者
副　会　長 平　田　　　武 山陽小野田市老連会長
副　会　長 中　村　勝　一 山口市老連会長 新　任
常務理事

（業務執行理事） 藤　田　　　潔 学識経験者 新　任

理　　　事 西　本　純　雄 下関市老連会長
理　　　事 岡　本　利　行 防府市老連会長
理　　　事 六　反　弘　道 下松市老連会長 新　任
理　　　事 河　村　達　丸 美祢市老連会長 新　任
理　　　事 原　田　邦　昭 周南市老連会長
理　　　事 長　谷　亮　佑 学識経験者 新　任
理　　　事 守　田　節　子 県老連女性委員会委員長
理　　　事 山　本　清　子 県老連女性委員会副委員長
理　　　事 西　村　知　子 県老連女性委員会書記
監　　　事 加　納　簾　香 上関町老連副会長 新　任
監　　　事 森　永　敏　夫 公認会計士
評　議　員 原　　　和　男 宇部市老連会長
評　議　員 藤　村　　　貢 山口市老連山口支部長 新　任
評　議　員 岡　　　政　夫 萩市老連会長
評　議　員 林　　　千人世 岩国市老連会長
評　議　員 中　川　敬　造 光市老連会長
評　議　員 諏　山　治　之 長門市老連会長 新　任
評　議　員 折　中　光　雄 柳井市老連会長 新　任
評　議　員 中　屋　智　暉 田布施町老連会長 新　任
評　議　員 藤　井　律　子 学識経験者
評　議　員 小　谷　典　子 学識経験者 新　任
評　議　員 田　中　多雅子 県老連女性委員会副委員長
評　議　員 小　泉　雅　子 県老連女性委員会書記 新　任

（敬称略）

一般財団法人 山口県老人クラブ連合会 役員改選
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一
般
財
団
法
人
　
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

新
執
行
部
の
抱
負

　

６
月
８
日
に
理
事
会
、
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
新
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
正
副
会
長
・
常
務
理
事
・
女

性
委
員
長
に
御
挨
拶
と
抱
負
を
頂
き
ま
し
た
。
新
役
員

の
も
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

会長　西川　三代子
　今年の６月に県老連の執行部・理事・監事・評
議員と多くの方が入れ替わりました。新役員の
方々にお願いしたい事があります。クラブの楽し
い事を実行し会員増強に徹して欲しいのです。会
員数が少ないと何をするにも淋しい。とにかく退
会をさせない努力をしていただきたい。地区老連
→市老連→県老連→全老連との形が崩れないよう
に共有していきませんか。新役員のみならず全員
で前を向いて頑張っていきましょう。

副会長　石川　啓
　本県は、３人に１人という高齢化率
となりました。今後、高齢者が高齢者
を支える地域づくりが強く要請され、
老人クラブの活動が期待されていま
す。従来から日常的な生活支援を取り
組んできた活動経験を生かして、顔の
見える身近な地域での支え合い活動を
強化していくために微力を尽します。
どうぞよろしくお願いいたします。

副会長　中村　勝一
　先般、６月８日山口県老人クラブ連合会理事
会において、副会長に推挙され、お引き受けす
ることとなりました。新役員として、その責務
を果たすべく努力する所存であります。さて、
地域の担い手が減少している今日、高齢者の役
割が多様化してきました。そこで、高齢者が健
康で、仲間づくり、そして地域のために少しで
も貢献できるよう推進してまいります。皆様方
の御支援、御協力をよろしくお願い致します。

副会長　平田　武
　高齢者が高齢者を支える時代に、老人
クラブの存在はますます重要となってき
ております。老人クラブが地域の中心と
なるようお互いに努力していこうではあ
りませんか。そのためには、会員を少し
でも増やし、支える力を増す必要があり
ます。老人クラブから誘われたことがな
いと言う人が多数おられることを心に留
めて、会員勧誘に今少し力を入れましょう。

女性委員長　守田　節子
　高齢社会が進む中、女性委員長の大役
を仰せつかり、身が引き締まる思いです。
　女性会員は全会員の70％を占め、女
性として素晴らしい発想、行動力を持っ
ておられます。女性委員会が中心となっ
て活動するには、研修会を重ね、皆様方
と共に女性パワーを発揮していくことが
大事と考えます。御協力をお願い申し上
げます。

常務理事　藤田　潔
　県老連は、昭和 37年に発足して以来、
高齢者の生きがいや健康づくりのための
事業や、高齢者が自主的に参加できる事
業等を実施しています。近年、介護保険
制度の導入や中高年齢者の再雇用など、
老人クラブ加入対象者の生活環境が大き
く変化する中、この度役員に就任しまし
たので、老人クラブ活動の充実に向けて、
積極的に取り組んでまいります。
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シニア活躍！地域支援担い手育成事業
～これまでの老人クラブ活動を新地域支援事業に活かそう～

Ａ　
活
動
の
具
体
的
内
容

　
北
迫
新
町
自
治

会
内
に
居
住
す
る

自
治
会
員
の
共

生
・
共
助
の
地
域

社
会
を
築
く
こ
と

を
め
ざ
し
て
、
希

望
者
へ
の
家
事
の

手
伝
い
（
例
：
買

い
物
援
助
、
ご
み

出
し
援
助
、
高
い

場
所
の
物
の
出
し

入
れ
、
電
球
交
換

な
ど
）
を
行
う
目
的
で
「
サ
ポ
ー
ト
隊
」
を
発
足
し

た
。
現
在
は
、
特
に
要
望
の
多
か
っ
た
「
ご
み
出
し
」

の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｂ　
活
動
を
は
じ
め
た
経
緯

　

山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
小
地
域
福
祉
活
動
強

化
事
業
の
モ
デ
ル
指
定
を
受
け
て
、自
治
会
内
に
「
福

祉
の
輪
づ
く
り
委
員
会
」
を
設
置
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
。
北
迫
新
町
や
す
ら
ぎ
会
は
自
治
会
の
一
組
織

と
し
て
参
画
し
、
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
の
１
年
間
は
準
備
期
間
と
し
て
の
活
動

で
、
自
治
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
各
種
規
定
づ

く
り
、
体
制
づ
く
り
等
を
宇
部
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

宇
部
市
地
区
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
得
て
実
施
。

Ｃ　
実
施
方
法
・
メ
ン
バ
ー

　

利
用
希
望
者
は
、
サ
ポ
ー
ト
券
（
10
枚
綴
り

１
，０
０
０
円
）を
購
入
し
、券
と
引
き
換
え
に
サ
ポ
ー

ト
隊
の
支
援
活
動
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。（
例
：

燃
え
る
ご
み
の
ご
み
出
し
１
回
に
つ
き
サ
ポ
ー
ト
券

１
枚
、
不
燃
ご
み
の
ご
み
出
し
１
回
に
つ
き
サ
ポ
ー

ト
券
３
枚
な
ど
）
現
在
、
10
人
の
サ
ポ
ー
ト
隊
登
録

メ
ン
バ
ー
が
お
り
、
北
迫
新
町
や
す
ら
ぎ
会
の
会
員

も
担
い
手
と
し
て
活
動
に
参
画
し
て
い
る
。

サポート券

利用料を介在させるこ
とで受け手にとっては
気兼ねが減る、　担い手
にとっては、活動した
ことの実感がもてます。

自
治
会
と
連
携
し
た
助
け
合
い
活
動
！

『
サ
ポ
ー
ト
隊
』の
取
組

宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

北
迫
新
町
や
す
ら
ぎ
会（
会
員
数
75
人
）

　地域支援担い手育成事業では、老人クラブがこれまで取り組ん
できた友愛活動を活かして、新地域支援事業で求められている
※介護予防・生活支援サービスの担い手として、老人クラブが参
画することを目標としています。
　今回は、平成29年度にモデル指定した５地区の取組のうち、
３地区の取組を御紹介します。

　地域支援担い手育成事業では、老人クラブがこれまで取り組ん
できた友愛活動を活かして、新地域支援事業で求められている
※介護予防・生活支援サービスの担い手として、老人クラブが参
画することを目標としています。
　今回は、平成29年度にモデル指定した５地区の取組のうち、
３地区の取組を御紹介します。

シリーズ２

Ｄ　
活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果

　

サ
ポ
ー
ト
利
用
希
望
者
も
徐
々
に
増
え
現
在
は
６
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民
踊
で
介
護
予
防
！「
伝
統
・
復
活
」
健
康

民
踊
教
室
の
開
催

宇
部
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

宇
部
市
船
木
校
区
西
部
第
１
寿
会（
会
員
数
26
人
）

敬
老
会
、
福
祉
ま
つ
り
、
演
芸
大
会
で
の
民
踊
披
露
な

ど
、
様
々
な
地
域
行
事
に
出
向
き
、
少
し
で
も
多
く
の

方
に
『
船
木
小
唄
』
が
伝
わ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

Ｂ　
活
動
を
は
じ
め
た
経
緯

　

船
木
に
は
『
船
木
盆
唄
』
と
『
船
木
小
唄
』
が
あ

り
、盆
唄
の
方
は
、盆
踊
り
で
ず
っ
と
踊
り
続
け
ら
れ
、

全
国
民
踊
で
全
国
版
に
ま
で
な
っ
て
い
る
が
、
小
唄

の
方
は
、
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
何
と
か
盆
唄

の
よ
う
に
全
国
版
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
健

康
民
踊
教
室
を
立
ち
上
げ
た
。

　

船
木
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
民
踊
が
あ
る
。
地

域
の
歴
史
・
伝
統
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
今

は
進
学
や
就
職
で

地
元
を
離
れ
る
と

帰
っ
て
こ
な
い
子

ど
も
た
ち
が
多

く
、
小
さ
い
頃
に

地
域
の
伝
統
芸
能

に
触
れ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
地
域
へ

の
愛
着
を
持
っ
て

ほ
し
い
。

Ｃ　
活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果

　

参
加
者
の
81
歳
の
方
は
、
初
め
の
頃
は
踊
る
こ
と

が
い
や
で
、
や
め
た
い
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は

皆
に
会
え
る
の
が
楽
し
み
に
な
り
、
練
習
場
所
の
船

木
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
歩
い
て
10
分
ほ
ど
か
け

て
参
加
さ
れ
て
い
る
。
ご
本
人
も
「
週
１
回
の
こ
の

通
い
の
場
が
な
か
っ
た
ら
、
家
に
引
き
こ
も
り
、
認

知
症
に
な
っ
て
る
よ
ね
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。

１
人
で
ず
っ
と
家
に
い
る
よ
り
、
誰
か
と
逢
い
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
や
は
り
生

き
が
い
を
感
じ
る
と
喜
ば
れ
て
い
る
。

　

何
よ
り
の
成
果
は
老
人
ク
ラ
ブ
入
会
会
員
８
人
の

増
が
出
来
た
こ
と
で
あ
る
。

Ｄ　
今
後
の
活
動
の
展
望

　

昨
年
、
小
学
校
の
大
運
動
会
で
船
木
小
唄
を
披
露

す
る
予
定
に
し
て
い
た
が
、雨
天
の
た
め
中
止
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
今
後
、
改
め
て
小
学
校
に
お
願
い
に

行
き
、
今
年
９
月
の
大
運
動
会
で
は
親
子
三
代
で
小

唄
を
踊
り
た
い
。

　

子
供
会
の
ご
両
親
に
も
、
シ
ニ
ア
若
手
会
員
と
し

て
入
会
し
て
い
た
だ
け
る
様
、
楽
し
く
活
動
で
き
る

会
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

民
踊
健
康
教
室
の
会
員
親
子
三
代
で
30
人
の
増
員

と
単
位
ク
ラ
ブ
会
員
増
員
（
現
在
は
26
人
で
す
が
、

必
ず
50
人
）
を
目
標
に
、
一
致
団
結
し
て
増
員
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
あ
る
。

Ａ　
活
動
の
具
体
的
内
容

　
船
木
校
区
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
『
船
木
小
唄
（
民
踊
）』

を
末
永
く
地
域
に
残
し
て
い
く
た
め
、
西
部
第
一
寿
会

が
中
心
と
な
り
、
平
成
28
年
６
月
に
『
伝
統
・
復
活
』

健
康
民
踊
教
室
を
立
ち
上
げ
た
。

　
現
在
、
50
代
か
ら
80
代
の
15
人
が
メ
ン
バ
ー
で
、
毎

週
火
曜
日
に
船
木
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、

稽
古
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
船
木
校
区
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

施
設
や
楠
ガ
ー
デ
ン
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

色んなイベント・行事に出向いて船木小唄をPRしています

人
と
な
っ
て
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

　

平
成
29
年
12
月
よ
り
買
い
物
援
助
と
し
て
、
生
協

移
動
販
売
車
が
、
週
１
回
の
巡
回
を
開
始
さ
れ
大
変

喜
ば
れ
て
い
る
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
地
区
に
あ
る
福
祉

施
設
の
協
力
に
よ
り
、
１
ケ
月
２
回
の
買
い
物
バ
ス

の
運
行
も
開
始
さ
れ
、
高
齢
者
へ
の
支
援
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
。
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し
て
い
る
。

�　
今
後
は
、
い
か
に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
か
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
各
団
体
と
の
話
合
い
を
重
ね
て
、
管
理

運
営
委
員
会
を
設
置
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

�　

湯
野
寿
会
に
加
入
し
て
い
な
い
人
も
、
こ
う
し
た

環
境
美
化
活
動
に
は
来
ら
れ
る
方
も
い
る
。
家
に
ひ

き
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
出
ら
れ
る
と
き
に
活
動
に

出
て
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

動
は
、
湯
野
寿
会
が
主
な
担
い
手
と
な
り
行
っ
て
い
る

が
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が
地
域
の
方
々
に
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、『
一
緒
に
活
動

し
ま
し
ょ
う
』、『
手
伝
い
ま
す
よ
』
と
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
を
応
援
し
て
く
れ
る
環
境
が
で
き
て
き
た
。

　

地
域
全
体
の
心
を
結
ぶ
活
動
を
行
う
こ
と
が
湯
野

寿
会
の
願
い
で
あ
る
が
、
従
来
か
ら
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
き
た
中
で
、
そ
の
種
を
ま
く
こ
と
が
で
き
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
種
を
湯
野
寿
会
や
他
団
体
と
と

も
に
育
て
て
い
き
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
湯
野
を
盛

り
上
げ
た
い
。

Ｄ　
今
後
の
活
動
の
展
望

�　
青
年
部
（
65
歳
～
）
の
立
ち
上
げ
を
検
討
し
て
い
る
。

会
員
の
高
齢
化
、
湯
野
地
域
の
人
口
減
少
も
相
俟
っ
て
、

連
続
性
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
早
急
に
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

�　
湯
野
寿
会
の
専
門
部
会
の
１
つ
で
あ
る
女
性
部
を
中

心
に
独
居
高
齢
者
に
対
す
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
電

球
の
取
替
え
、
庭
の
草
取
り
、
買
い
物
の
付
き
添
い
等
）

の
取
組
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
各
実
践
モ
デ
ル
の
取
組
は
県
老
連
作
成
の
「
老
人
ク
ラ
ブ
が
取

り
組
む
地
域
支
え
合
い
活
動
事
例
集
」
に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
の
取
組
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
県
老
連
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観光道にカンナを植栽する様子

自治会、コミュニテイ協議会、コミュニティスクールとも協働し
て活動しています！

観
光
の
街「
湯
野
」を
美
し
く
！

老
人
ク
ラ
ブ
で
取
り
組
む
環
境
美
化
活
動

周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

湯
野
寿
会（
会
員
数
96
人
）

Ａ　
活
動
の
具
体
的
内
容

　

湯
野
寿
会
の
専
門
部
会
の
１
つ
で
あ
る
生
産
部
会

の
主
導
で
『
草
花
―
育
苗
事
業
』
及
び
『
環
境
緑
化

事
業
』
を
実
施
し
て
い
る
。

　
『
草
花
―
育
苗
事
業
』（
周
南
市
の
委
託
事
業
）
で

は
、湯
野
寿
会
の
会
員
と
湯
野
整
備
の
会
の
メ
ン
バ
ー

で
、
花
壇
用
の
花
苗
を
年
間
８
，０
０
０
本
程
育
て
て

お
り
、
育
て
た
花
苗
は
地
域
花
壇
や
学
校
花
壇
へ
無

料
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

　
『
環
境
緑
化
事
業
』
で
は
、
地
域
の
公
共
広
場
、
県

道
の
沿
線
、
河
川
の
周
辺
等
の
定
期
的
な
清
掃
活
動

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
か
ら
カ
ン
ナ
・

ア
ジ
サ
イ
を
湯
野
地
域
の
主
幹
作
物
と
し
、
植
栽
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

Ｂ　
活
動
を
は
じ
め
た
経
緯

　

草
花
の
育
苗
は
、
30
年
ほ
ど
前
よ
り
地
域
の
子
ど

も
会
や
婦
人
会
が
市
の
依
頼
を
受
け
て
行
っ
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
今
は
老
人
ク
ラ
ブ
が
受
け
継
ぎ
実
施

Ｃ　
活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果

　
他
団
体
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
改
め
て
認
識
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
成
果
で
あ
る
。
地
域
の
様
々
な
活
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具
体
的
な
活
動
内
容

田
植
え
・
稲
刈
り
作
業
の
実
施
！

＊
日
　
時

　
５
月
29
日
㈪　
稲
苗
の
田
植
え
作
業

　
９
月
29
日
㈮　
稲
刈
り
と
ハ
ゼ
干
し
作
業

　
10
月
14
日
㈯　
ふ
れ
あ
い
参
観
日

　
12
月
18
日
㈪　
お
に
ぎ
り
食
事
会

　
　

�

沼
城
小
５
年
生
の
社
会
科
学
習
の
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
実
施
。

＊
場
　
所

　

��
沼
城
小
５
年
実
習
田
（
休
耕
田
を
借
り
上
げ
て
使
用
）・

沼
城
小
学
校

＊
参
加
者

　

��

沼
城
小
５
年
生
児
童
（
40
人
程
）、
校
長
、
担
任
、
須
々

万
み
ど
り
連
合
会
会
員
（
20
人
程
）

＊
内
　
容

　

��

沼
城
小
学
校
の
５
年
生

の
社
会
科
実
習
と
し

て
、
田
植
え
作
業
（
５

／
29
）
か
ら
稲
刈
り
体

験
（
９
／
29
）
を
行
い
、

収
穫
し
た
お
米
で
お
む

す
び
や
味
噌
汁
を
調
理

し
、
児
童
と
一
緒
に
食

事
会
（
12
／
18
）
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
参

観
日
（
10
／
14
）
で
は
、
須
々
万
み
ど
り
連
合
会
会
員

を
招
待
し
て
も
ら
い
、
沼
城
小
の
全
校
児
童
を
対
象
に

田
植
え
稲
刈
り
の
体
験
発
表
や
、
伝
承
し
た
昔
か
ら
の

遊
び
を
子
供
た
ち
が
実
演
発
表
し
、
交
流
を
深
め
た
。

活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果

（
活
動
を
行
な
っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
）

＊��

児
童
た
ち
と
１
回
限
り
の
活
動
で
は
な
く
、
年
間
を
通

し
て
の
活
動
で
あ
り
、
互
い
の
交
流
に
は
よ
り
深
ま
り

が
出
て
い
る
。

＊��

田
植
え
・
稲
刈
り
を
行
な
っ
て
い
る
田
ん
ぼ
は
「
沼
城

小
５
年
実
習
田
」
の
小
さ
な
立
て
看
板
を
設
置
し
て
い

る
た
め
、地
域
住
民
の
方
も
関
心
を
持
っ
て
見
て
も
ら
っ

て
い
る
。

＊��

子
供
た
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
は
、
面
白
い
し
楽

し
い
。
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
子
供
た
ち
か
ら
パ
ワ
ー
を

も
ら
え
る
。
高
齢
化
し
て
き
た
老
人
ク
ラ
ブ
だ
け
だ
と
、

後
ろ
向
き
に
な
る
時
も
あ
る
が
、
子
供
た
ち
の
話
を
聞

く
と
元
気
に
な
る
。

＊��

一
緒
に
活
動
し
た
児
童
一
人
ひ
と
り
が
感
謝
の
気
持
ち

を
こ
め
て
手
紙
を
書
い
て
く
れ
て
、
冊
子
に
ま
と
め
て

く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の

活
動
の
励
み
に
な
る
。

＊��

平
成
26
年
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
部
門
で

須
々
万
み
ど
り
連
合
会

が
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
全
国
表
彰
を
受

け
た
実
績
も
あ
る
。

仲間と絆を深め地域で活躍！
シニア社会貢献活動推進事業  モデル老人クラブの実践報告
~子供たちを育む心豊かな地域のために、老人クラブが貢献しています。~

　シニア社会貢献活動推進事業は、平成27年10月に行われた「ねんりんピック山口大会」を契機とする、高
齢者のスポーツ文化活動への関心や社会参加意識の高まりを継承・発展させるため、老人クラブを中心とす
る地域の高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくり、機会づくりを広げるとともに、地域における社会貢
献活動や世代間交流の取組をより一層推進することを目的として実施するものです。
　平成29年度にモデル指定した４地区の老人クラブに「コミュニティ・スクール」への参画推進や子供の居
場所づくり、地域の文化伝承活動等に取り組んでいただきました。
　今回は、平成29年度にモデル指定した４地区の取組のうち、２地区の取組を御紹介します。

周
南
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

須
々
万
み
ど
り
連
合
会（
会
員
数
83
人
）

稲苗の田植え作業の様子

稲刈りの様子。稲を束ねるのが難しい！
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１
回
目
：
み
か
ん
の
花
の
観
察
及
び
写
生

　
　

２
回
目
：
摘
果
の
実
施

　
　
３
回
目
：
収
穫

　
　
４
回
目
：��

収
穫
し
た
み
か
ん
で
ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り
・

ゼ
リ
ー
づ
く
り
を
行
な
っ
た
。
年
間
を
通

し
て
み
か
ん
の
学
習
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち

は
自
分
た
ち
が
収
穫
し
た
み
か
ん
を
食
べ
る

こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
③　
ユ
ー
カ
リ
タ
イ
ム
（
学
習
支
援
）

　
④　
瀬
戸
明
神
祭
り
参
加

　
⑤　
竹
ト
ン
ボ
製
作
教
室
（
Ｋ
Ｓ
学
習
）

⑷　
沖
浦
小
学
校
で
の
活
動（
沖
浦
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　
①　
花
い
っ
ぱ
い
活
動

　
②　
し
め
な
わ
づ
く
り

　

　

���

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
全
員
で
毎
年
恒
例

の
行
事
と
し
て
し
め
な
わ
づ
く
り
を
実
施
。
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
指
導
者
と
な

る
が
、
毎
年
の
恒
例
行
事
の
た
め
、
高
学
年
の
生
徒

た
ち
は
既
に
経
験
が
あ
り
、
下
級
生
へ
の
手
助
け
を

行
な
う
姿
も
見
ら
れ
る
。

　
③　
放
課
後
支
援

　
④　
神
楽
伝
承

　
⑤　
米
づ
く
り
／
も
ち
つ
き

　
⑥　
竹
ト
ン
ボ
製
作
教
室
（
Ｋ
Ｓ
学
習
）

活
動
を
振
り
返
っ
て
の
成
果

（
活
動
を
行
な
っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
）

＊��

楽
し
く
、
効
果
的
に
、
み
ん
な
で
や
ろ
う
！
が
連
合
会

会
長
の
モ
ッ
ト
ー
。
学
校
、
児
童
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の

関
係
者
全
員
が
楽
し
ん
で
コ
ミ
ス
ク
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
。

＊��

学
校
の
先
生
が
非
常
に
親
し
み
や
す
く
、
良
い
関
係
性

を
築
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
コ
ミ
ス
ク
活
動
を
深
め

る
程
、
先
生
方
と
の
距
離
も
縮
ま
り
親
し
み
が
持
て
る
。

　
各
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
の
取
組
に
つ
い
て
、
も
っ
と
詳
し
く
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
、
県
老
連
作
成
の
『
老
人
ク
ラ
ブ
と
学
校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
）
の
連
携
活
動
事
例
集
』
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
県
老
連
事
務
局

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

具
体
的
な
活
動
内
容

⑴�　
大
島
中
学
校
で
の
活
動（
屋
代
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　
①　
地
震
・
津
波
避
難
訓
練

　
②　
古
紙
・
古
着
回
収
エ
コ
活
動

　
③　
ミ
カ
ン
収
穫
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
④　
囲
碁
教
室

　
　

�

中
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
を
使
い
、
毎
週
木

曜
日
の
昼
休
み
の
時
間
に
生
徒
に
囲
碁
を
教
え
て
い
る
。

⑵�　
三
蒲
小
学
校
で
の
活
動（
三
蒲
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　
①�　

文
珠
山
、
飯
の
山
ふ
れ
あ
い
登
山
、
登
山
道
の
清

掃
活
動

　
②　
植
樹
祭
へ
の
参
加

　
③�　
算
ス
ペ
（
算
数
補
充
教
育
）
支
援

　
④　
米
づ
く
り

　
⑤�　
竹
ト
ン
ボ
製
作
教
室
（
Ｋ
Ｓ
学
習
）

　

　

���

三
蒲
小
学
校
、
明
新
小
学
校
、
沖
浦
小
学
校
の
３
年

生
が
一
緒
に
集
ま
っ
て
、
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
を
実
施
。

少
子
化
に
よ
り
、
各
小
学
校
毎
に
活
動
を
行
う
と
少

人
数
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

３
小
学
校
合
同
の
拡
大
集
合
学
習
（
Ｋ
Ｓ
学
習
）
と

し
て
行
な
っ
て
い
る
。

⑶　
明
新
小
学
校
で
の
活
動（
小
松
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　
①　
さ
つ
ま
い
も
栽
培
生
活
科
学
習

　
②　
み
か
ん
の
総
合
学
習

　

　
３
年
生
を
対
象
に
、

周
防
大
島
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
島
支
部（
会
員
数
７
５
８
人
）

真剣に囲碁を学ぶ生徒たち

竹トンボづくり

みかんの総合学習

しめなわづくり
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会 員 さ ん へ の 情 報 提 供

　

竜
南
会
は
松
角
・
須
恵
西
・
上
の
台
の
３
自
治
会

の
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
が
、
現
在
は

松
角
以
外
の
人
は
１
人
し
か
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
、

松
角
自
治
会
の
人
＝
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
す
。

　

竜
南
会
の
あ
る
松
角
町
内
に
は
赤
崎
小
学
校
、
竜

王
中
学
校
、
赤
崎
神
社
・
塚
川
古
墳
公
園
が
あ
り
、

文
化
的
な
に
お
い
の
す
る
町
で
す
。
昔
か
ら
学
校
の

先
生
が
多
く
住
む
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
竜

南
会
は
シ
ニ
ア
と
若
手
が
う
ま
く
か
み
合
っ
て
、
い

ろ
ん
な
行
事
を
分
担
し
て
盛
会
で
す
。

　

サ
ロ
ン
「
や
す
ら
ぎ
会
」
の
発
足
当
時
は
、
会
員

の
女
性
部
員
が
前
日
か
ら
材
料
等
用
意
し
て
昼
食
を

作
っ
て
食
事
会
を
開
催
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

高
齢
化
に
よ
り
、
弁
当
を
購
入
す
る
様
に
な
り
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
、「
手
作
り
の
お
弁
当
を
！
」
と

い
う
気
運
が
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
取
材
当
日
は
、

暑
気
払
い
と
い
う
こ
と
で
、
ビ
ー
ル
と
手
作
り
の
冷

や
し
ぜ
ん
ざ
い
、
梅
ゼ
リ
ー
の
デ
ザ
ー
ト
、「
紫
蘇
を

た
く
さ
ん
頂
い
た
の
で
」
と
手
作
り
ジ
ュ
ー
ス
も
添

え
て
あ
り
ま
し
た
。

　

食
後
に
は
、
１
年
間
の
行
事
と
し
て
、
舞
踊
、
二

胡
の
演
奏
、
会
員
の
方
の
ど
じ
ょ
う
す
く
い
な
ど
の

余
興
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
６
月
に
は
春
の
日

帰
り
温
泉
旅
行
を
楽
し
み
ま
し

た
。
10
月
に
は
、
日
帰
り
旅
行

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

余
興
は
、
情
報
を
多
く
持
っ

て
い
る
民
生
委
員
（
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
）
の
人
と
相
談
す
る
こ
と
が
多
く
ま
た
、

余
興
ば
か
り
で
は
な
く
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
の
情
報

を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
会
員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
を
行
う
上
で
の
工
夫
は
、
役
員
が
積
極
的

に
他
の
い
ろ
い
ろ
な
世
話
人
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

輪
が
広
が
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
う
ま
く
い
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
自
治
会
行
事
に
反
映
さ
れ
ス
ム
ー

ズ
に
行
事
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
や
す
ら
ぎ
会
に
は
、92
歳
（
男
性
）
と
91
歳
（
女
性
）

の
元
気
な
高
齢
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も
永
く
続
い

て
い
る
秘
訣
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

竜
南
会
で
は
塚
の
川
古
墳
公
園
の
維
持
管
理
を
任

さ
れ
、
月
に
一
回
除
草
や
生
垣
剪
定
を
行
い
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
で
塚
の
川
古
墳
を
守
っ
て
い
ま
す
。

猛暑を乗り切ろう！

大河流　寛百合会　男意地

やすらぎ会
（山陽小野田市　竜南会）

■活動開始年月：平成４年
■参 加 場 所：松角自治会館
■参　加　費：500 円　日帰り旅行は 3,000 円
■サロン参加数：32人（男：15人／女：17人）
■サロン活動：毎月第４月曜日
■活 動 時 間：午前 11時 30分から午後１時まで
■代　表　者：沖田武光

サロン紹介

冷やしぜんざいと梅ゼリー
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活
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
願
っ
て

　

防
府
市
老
連
で
は
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
等
の
問

題
を
抱
え
な
が
ら
、
楽
し
い
活
動
を
続
け
、
会
員
の

持
つ
能
力
や
経
験
を
生
か
し
た
社
会
貢
献
を
す
る
こ

と
で
生
涯
現
役
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
活
動

　

健
康
づ
く
り
と
し
て
、
体
育
部
主
催
の
ペ
タ
ン
ク

大
会
を
、
５
月
９
日
に
文
化
福
祉
会
館
中
庭
で
、
32

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
11
月
に
は
、

女
性
部
だ
け
で
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

９
月
に
は
防
府
市
・
市
社
協
と
共
催
で
シ
ル
バ
ー
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
あ
り
ま
す
。

　
文
化
活
動
と
し
て
、
文
化
部
主
催
の

　
８
月
…
…
…
第
13
回
紙
上
川
柳
募
集

　
10
月
３
日
…「
山
口
ゆ
め
花
博
」の
見
学
予
定

　
　
　
　
　
　
県
内
の
史
跡
を
訪
ね
る
文
化
財
探
訪

　
11
月
７
日
…
第
15
回
俳
句
大
会

　

福
祉
部
は
、
市
の
高
齢
福
祉
課
の
呼
び
か
け
で
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
て
高
齢
者

わ
が
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
～
市
町
・
支
部
老
連
の
活
動
を
紹
介
～

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
５　
防
府
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
「
ほ
う
ふ
・
て
ご
す
る
ネ
っ

と
」
の
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。

�　

女
性
部
で
は
、
防
府
市
愛
情
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
出
店
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
品
物
が
豊
富

で
安
い
と
好
評
を
頂
き
、
毎
年
大
繁
盛
を
し
て
い
ま

す
。ま
た
、ち
ょ
っ
と
し
た
手
作
り
品
の
講
習
も
行
い
、

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

研
修
活
動
と
し
て
、
単
位
会
長
研
修
会
で
は
明
治

１
５
０
年
に
因
ん
で
、
７
月
９
日
毛
利
博
物
館
顧
問

小
山
良
昌
先
生
の
講
演
「
近
代
日
本
の
生
み
の
親
伊

藤
博
文
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
の
親
睦
研
修
旅

行
や
、
福
祉
関
係
施
設
の
見
学
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

ペタンク大会

県内の史跡を訪ねる文化財探訪

防府市愛情フリーマーケット

高齢者交通安全自転車大会

防府市
老人クラブ連合会
★所在地
　防府市緑町１丁目９番２号（防府市文化福祉会館内）
★会員数
　3,345 人
★単位クラブ数
　79クラブ
★老連設立（発足）年月日
　昭和 32年３月１日
★高齢化率　30.12％
★会長　岡本利行
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田
布
施
町
は
山
口
県
東
部
の
瀬
戸
内
海
に
面
し
た

半
農
半
漁
な
地
域
で
す
。
ま
た
、
岸
信
介
、
佐
藤
栄

作
の
兄
弟
宰
相
を
生
み
出
し
た
町
で
も
あ
り
ま
す
。

　

町
全
体
の
高
齢
化
率
は
高
く
な
る
一
方
、
町
老
連

の
会
員
数
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
各
行
事
の
開
催
時

に
は
積
極
的
な
勧
誘
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
、
運
動
面
で
は
年
２
回
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
広
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
上
位
を
め
ざ
し
て
白
熱
し
た
プ

レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
秋
に
は
「
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
も
行
っ

て
い
ま
す
。
屋
内
と
屋
外
に
分

か
れ
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
昼
食
後
は
地

区
対
抗
の
玉
入
れ
で
盛
り
上

が
る
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と

清
々
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。

　

文
化
面
で
は
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
す
る
「
の
ど
じ

わ
が
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
～
市
町
・
支
部
老
連
の
活
動
を
紹
介
～

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
６　
田
布
施
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ま
ん
大
会
」
や
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
講
師
を
招

請
し
て
い
る「
高
齢
者
の
つ
ど
い
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

会
員
以
外
の
方
も
多
数
集
ま
り
、
賑
や
か
で
人
気

の
あ
る
行
事
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
貢
献
の
意
識
も
強
く
、
近
隣
の
福
祉

施
設
へ
の
友
愛
訪
問
や
警
察
署
へ
交
通
安
全
マ
ス

コ
ッ
ト
の
贈
呈
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
都
度
た

く
さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

田
布
施
町
老
連
は
会
員
増
強
を
念
頭
に
置
き
つ
つ

も
、
ま
ず
は
会
員
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
生
き
が
い

を
感
じ
、
仲
間
と
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
励
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
会
員
同
士
が
助

け
合
い
、
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
い
た
わ
り
合
え

る
よ
う
な
温
か
い
老
人
ク
ラ
ブ
を
め
ざ
し
ま
す
。

レクリエーション大会地区対抗玉入れ

交通安全マスコット製作中

グラウンド・ゴルフ大会

福祉施設への友愛活動

田布施町
老人クラブ連合会
★所在地
熊毛郡田布施町中央南１番地６
（田布施町高齢者いきいき館内）

★会員数
　691人（平成30年４月１日現在）
★単位クラブ数
　18クラブ
★老連設立（発足）年月日
　昭和 39年４月１日
★高齢化率　35％
★会長　中屋智暉
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□�

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
県
内
外

で
人
命
を
含
む
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

台
風
、
大
雨
、
洪
水
な
ど
、
夏
場
は
特
に
自
然
災
害
が

発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、

早
め
早
め
の
防
災
行
動
が
必
要
で
す
。
風
水
害
・
土
砂
災

害
の
場
合
の
避
難
に
つ
い
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
や
方
法
を
改

め
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
□
避
難
情
報
と
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
自
治
体
か
ら

の
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
台
風
の
接
近
や
大
雨
の

場
合
は
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
防
災
無
線
に
注
意
し
て
情
報

収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

足
腰
に
不
安
の
あ
る
場
合
や
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
移

動
に
時
間
が
か
か
る
方
は
、「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
」
の
段
階
で
避
難
す
る
べ
き
で
す
。

　
ま
た
、避
難
所
の
位
置
や
、家
族
等
と
の
連
絡
方
法
な
ど
、

普
段
か
ら
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

避
難
情
報

内　
　
容

避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始

避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
（
ご
高
齢
の
方
、

障
害
の
あ
る
方
、
乳
幼
児
等
）
と
そ
の
支
援

者
は
避
難
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
勧
告

速
や
か
に
避
難
場
所
へ
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
指
示

ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
人
は
、
緊
急
に
避
難

場
所
へ
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

※�

各
避
難
情
報
は
順
番
に
発
令
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※�

避
難
場
所
へ
の
移
動
が
危
険
な
場
合
は
、
近
く
の
安
全
な
場
所
や
自
宅

内
の
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

□
危
険
な
前
兆

　

川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
は
一
気
に
起
こ
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
前
兆
現
象
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
危

険
な
場
所
に
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
周
囲
の
様
子
に

次
の
よ
う
な
前
兆
が
見
え
た
場
合
は
、
速
や
か
に
避
難
す

べ
き
で
す
。

土
砂
災
害
の
種
類

前
兆
（
一
例
）

土
石
流

・��

普
段
聞
き
な
れ
な
い
大
き
な
音
や
異
様
な
音
が

聞
こ
え
る
。

・
土
や
葉
の
腐
っ
た
よ
う
な
異
様
な
臭
い
が
す
る
。

・��

急
に
川
の
流
れ
が
濁
り
、
流
木
が
混
ざ
っ
て
い

る
。

が
け
崩
れ

・
斜
面
に
割
れ
目
が
見
え
る
。

・
斜
面
か
ら
水
が
湧
き
出
る
よ
う
に
な
る
。

・
斜
面
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る
。

地
す
べ
り

・
斜
面
に
割
れ
目
が
見
え
る
。

・
家
の
構
造
物
に
亀
裂
が
入
る
。

・
樹
木
や
電
柱
が
傾
く
。

□
普
段
の
備
え

　

平
常
時
に
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
非
常
持
ち
出
し
品
は
、
通
帳
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、

飲
料
水
、
食
品
（
缶
詰
等
の
調
理
が
不
要
の
も
の
）、
携
帯

電
話
、
常
備
薬
、
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
着
替
え
な
ど
を

軽
量
か
つ
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
ざ
準
備
し
よ
う
と
す
る
と
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
し
、
急
い
で
荷
造
り
す
る
と
忘
れ
物
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
貴
重
品
以
外
の
も
の
は
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
す
で
に
準
備

さ
れ
て
い
る
方

は
、
物
資
の
不

備
や
食
料
品
の

消
費
期
限
に
問

題
が
な
い
か
な
ど

も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
に
地
域
住
民
で

組
織
す
る
「
自
主
防
災
組

織
」
が
設
置
さ
れ
て
い
れ

ば
、
効
率
的
な
安
否
確
認
の
た
め
の
連
絡
網
づ
く
り
や
避

難
支
援
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ

て
み
ま
し
ょ
う
。

□
ご
存
知
で
す
か
？

　
こ
と
ば
「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」

　
災
害
や
事
故
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
時
、根
拠
な
く
「
私

は
大
丈
夫
」「
私
に
は
関
係
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？
そ
う
い
っ
た
先
入
観
や
偏
見
が
働
い
て
し
ま
う
こ

と
を
「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
（
偏
見
）」
と
言
い
ま
す
。

　

精
神
的
な
安
定
に
欠
か
せ
な
い
心
の
機
能
で
は
あ
り
ま

す
が
、
避
難
が
必
要
な
状
況
で
あ
っ
て
も
適
切
な
対
応
を

せ
ず
、
深
刻
な
事
態
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
ろ
う
！�

ま
ず
は
逃
げ
よ
う
！

～
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
学
ぶ
～
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ねんりんピック山口 2018（山口県健康福祉祭）

“文化活動交流会 in 萩”のご案内
　老人クラブをはじめとする高齢者が、日本舞踊やマジック、コーラス、大正琴等をステージ
で披露し、花をテーマとした写真作品、萩市老人クラブ連合会の作品等を展示します。
　高齢者の多彩な文化活動を是非ご覧ください。皆様のご来場を
心よりお待ちしております。

開催期間
【ステージイベント】
平成30年10月20日㈯�午前10時30分から午後３時30分まで
【展示ブース】
平成30年10月18日㈭・19日㈮・20日㈯�午前９時から午後４時まで
【バザー・物品販売】
平成30年10月20日㈯�午前10時50分から午後３時30分まで

会　　場
萩市民館
＊大ホール（ステージイベント）ほか
〒 758-0041
山口県萩市江向 495-4

問合せ先
（一財）山口県老人クラブ連合会
〔きららシニア山口〕
TEL�083-924-2838
FAX�083-928-2387

文化活動交流会 in 下松（昨年度）の様子

“健康づくり・介護予防セミナー”のご案内
　超高齢社会を迎えた我が国において、団塊の世代が 75 歳以上になる 2025 年には高齢者の
およそ５人に１人が認知症になると言われています。
　今後ますます高齢化が進む中で、誰もがいつまでも元気に生きがいのある生活を送れるよう
健康に対する意識を高めるとともに、認知症の方が安心して地域で暮らし続けることができる
社会の実現をめざす必要があります。
　そこで、地域の高齢者が元気で、いきいきと地域活動に参加できるよう、認知症について理
解を深めることを目的としてセミナーを開催します。

主　　催 　一般財団法人　山口県老人クラブ連合会〔きららシニア山口〕

日　　程 　平成 30年 12月 12日㈬　午前 10時 20分から午後２時 40分まで

会　　場 　山口県総合保健会館（山口県健康づくりセンター）　２階　第一研修室
　　　　　　　山口市吉敷下東三丁目 1-1　TEL�083-934-2200

問合せ先 　（一財）山口県老人クラブ連合会〔きららシニア山口〕
　　　　　　　TEL083-924-2838　FAX083-928-2387
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一
般
財
団
法
人 

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

事
業
報
告
の
概
要

重
点
事
業

１�　
「
山
口
県
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
の
推
進
と
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
活
性
化
促
進

　

５
か
年
計
画
の
４
年
次
を
迎
え
る
「
山
口
県
１
万
人
会

員
増
強
運
動
」
に
つ
い
て
、
会
員
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
運
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
魅
力
を
地
域
に
積
極
的
に
発
信
し
た
。

⑴　
重
点
目
標
の
推
進

　
ア�　

解
散
ク
ラ
ブ
防
止
に
向
け
て
、
組
織
内
連
携
の
強

化
を
図
る
。

　
　
・「
市
老
連
」
は
「
地
区
・
校
区
老
連
」
と
の
交
流
強
化

　
　
・��「
町
老
連
（
支
部
老
連
）」「
地
区
・
校
区
老
連
」
は

「
単
位
ク
ラ
ブ
」
と
の
交
流
強
化

　
イ�　

未
結
成
地
域
へ
の
新
規
ク
ラ
ブ
創
設
、
休
会
ク
ラ

ブ
の
復
活
（
再
開
）
へ
の
取
組

　
ウ�　

単
位
ク
ラ
ブ
で
の
２
人
以
上
の
会
員
増
に
向
け
た

会
員
全
体
で
の
加
入
声
か
け
運
動
の
推
進

⑵　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
の
展
開

　
ア　
会
員
増
強
運
動
チ
ラ
シ
の
活
用

　
イ�　
地
域
メ
デ
ィ
ア（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、地
域
情
報
誌
、

市
町
広
報
誌
等
）
の
活
用
促
進

　
ウ　
山
口
県
社
協
公
用
車
へ
の
Ｐ
Ｒ
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
掲
示

２�　
シ
ニ
ア
活
躍
！
地
域
支
援
担
い
手
育
成
事
業
の
実
施

【
県
委
託
事
業
】
及
び
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参
画
推
進

　

こ
れ
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん
で
き
た
友
愛
活
動

や
健
康
づ
く
り
の
経
験
を
活
か
し
て
、
平
成
29
年
度
中
に

す
べ
て
の
市
町
で
実
施
さ
れ
る
新
地
域
支
援
事
業
へ
の
参

画
に
向
け
た
担
い
手
の
育
成
と
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
に
よ

る
生
活
支
援
、
介
護
予
防
活
動
の
実
践
強
化
を
図
っ
た
。

⑴　
地
域
支
援
事
業
専
門
推
進
員
〔
県
老
連
〕
の
配
置

⑵　
実
践
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
…
宇
部
市
、
萩
市
、
周
南
市

　
ア　
実
践
モ
デ
ル
地
区
で
の
担
い
手
育
成

　
イ　
生
活
支
援
・
介
護
予
防
の
取
組
実
践

⑶　
先
進
事
例
研
究
会
を
宇
部
市
、
萩
市
、
周
南
市
で
開
催

⑷�　
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
を
宇
部
市
、
萩
市
、

周
南
市
、
山
口
市
で
開
催

⑸　
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
（
県
内
全
19
市
町
）

⑹　
実
践
活
動
報
告
会
の
開
催

⑺�　
実
践
活
動
報
告
書
を
５
０
０
部
作
成
し
、
各
市
町
老

連
、
関
係
機
関
等
へ
配
布
し
た
。

３　
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
若
手
委
員
会
の
組
織
化

　

こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
担
う
若
手
リ
ー
ダ
ー

の
発
掘
、
養
成
す
る
と
と
も
に
、
若
手
な
ら
で
は
の
活
動

を
検
討
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
よ
り
一
層
の
魅
力
ア
ッ

プ
と
発
信
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
老
連
若
手
委

員
会
の
設
置
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。

⑴　
県
老
連
若
手
委
員
会
の
設
置
に
向
け
た
取
組

⑵　
市
町
老
連
の
若
手
委
員
会
設
置
へ
の
支
援

新
規
事
業
・
主
要
事
業�

〇�　
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
巡
回
訪
問
の
実
施

〇�　
高
齢
者
の
地
域
支
援
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
調
査

研
究
事
業
の
実
施
【
共
同
募
金
事
業
】

　
ア　
調
査
研
究
委
員
会
の
設
置
・
開
催

　
イ�　

高
齢
者
に
対
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
域
支
援
活
動

に
つ
い
て
の
意
識
調
査

　
　

��

県
民
１
，０
０
０
人
（
会
員
５
０
０
人
、
非
会
員

５
０
０
人
）
に
対
し
て
、
高
齢
者
の
地
域
支
援
活
動

に
係
る
意
識
調
査
の
実
施

〇�　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
保
健
福
祉

専
門
職
に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
お
け

る
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
の
被
災
者
宅
へ
の
道
案
内
や
被
災
者

と
の
顔
つ
な
ぎ
等
の
協
力
に
つ
い
て
の
理
解
促
進

〇�　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
２
０
１
７
（
山
口
県
健
康
福

祉
祭
）
文
化
活
動
交
流
会
ｉ
ｎ
下
松
の
開
催
【
県
補
助

事
業
】

　
平
成
29
年
11
月
14
日
㈫

　
下
松
市
：
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ　

〇�　
仲
間
と
の
絆
を
深
め
地
域
で
活
躍
！
シ
ニ
ア
社
会
貢

献
活
動
推
進
事
業
の
実
施
【
県
補
助
事
業
】

　
ア　
実
践
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
（
４
地
区
）
の
指
定

　
イ　
情
報
交
換
会
の
開
催

　
ウ�　

活
動
事
例
集
３
０
０
部
作
成
し
、
各
市
町
老
連
、

関
係
機
関
等
へ
配
布
し
た
。

平
成
29
年
度
の
事
業
報
告
に
つ
い
て
、
重
点
事
業
と
新
規
事
業
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
報
告
の
詳
細
及
び
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
、
県
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平成
29年度
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科　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　　　　基本財産運用益
　　　　　　基本財産受取利息 64 64
　　　　　特定資産運用益
　　　　　　特定資産受取利息 1,083,095 1,095,905 -12,810
　　　　　参加費収益
　　　　　　参加費収益 151,000 -151,000
　　　　　受取会費
　　　　　　会費収益 5,291,200 5,520,300 -229,100
　　　　　事業収益
　　　　　　事業収益 196,358 205,729 -9,371
　　　　　助成金収益
　　　　　　会員章拠金収益 28,000 38,000 -10,000
　　　　　共同募金分配金収益
　　　　　　共同募金分配金収益 1,200,000 620,000 580,000
　　　　　受取補助金等
　　　　　　事業運営費補助金 878,000 924,000 -46,000
　　　　　　活動推進員設置補助金 4,068,000 4,068,000
　　　　　　高齢者相互支援推進啓発補助金 80,000 80,000
　　　　　　文化活動交流会開催事業補助金 1,461,000 1,459,000 2,000
　　　　　　シニア社会貢献活動推進事業補助金 535,000 1,173,000 -638,000
　　　　　　地域支援担い手育成事業補助金 8,384,000 8,384,000
　　　　　雑収益
　　　　　　受取利息 34 49 -15
　　　　　　雑収入 20,000 44,490 -24,490
　　　　経常収益計 23,224,751 15,379,537 7,845,214
　　⑵　経常費用
　　　　　事業費
　　　　　　諸謝金 942,750 137,220 805,530
　　　　　　会議費 80,514 21,840 58,674
　　　　　　旅費交通費 1,034,330 334,614 699,716
　　　　　　委員等報酬 55,200 55,200
　　　　　　通信運搬費 933,683 23,443 910,240
　　　　　　消耗品費 250,300 250,300
　　　　　　印刷製本費 1,746,079 156,688 1,589,391
　　　　　　賃借料 608,680 203,136 405,544
　　　　　　保険料 22,500 7,800 14,700
　　　　　　業務委託費 495,898 495,898
　　　　　　広告宣伝費 38,880 38,880
　　　　　　租税公課 10,000 10,000
　　　　　　支払負担金 10,048,075 5,747,550 4,300,525
　　　　　　支払助成金 1,517,038 225,000 1,292,038
　　　　　　支払手数料 12,788 12,788
　　　　　　表彰弔慰費 114,240 114,240
　　　　　　雑費 31,000 75,872 -44,872

科　　　目 当年度 前年度 増　減
　　　　　　賃金【使用不可】 257,790 -257,790
　　　　　　会議費【使用不可】 43,200 -43,200
　　　　　　旅費交通費【使用不可】 606,170 -606,170
　　　　　　通信運搬費【使用不可】 139,328 -139,328
　　　　　　印刷製本費【使用不可】 596,475 -596,475
　　　　　　賃借料【使用不可】 283,462 -283,462
　　　　　　保険料【使用不可】 18,340 -18,340
　　　　　　諸謝金【使用不可】 81,520 -81,520
　　　　　　業務委託費【使用不可】 809,352 -809,352
　　　　　　租税公課【使用不可】 106,811 -106,811
　　　　　　支払負担金【使用不可】 1,186,250 -1,186,250
　　　　　　雑費【使用不可】 278,769 -278,769
　　　　　　支払助成金【使用不可】 794,980 -794,980
　　　　　管理費
　　　　　　旅費交通費 170,500 8,760 161,740
　　　　　　会議費 4,762 250,439 -245,677
　　　　　　印刷製本費 50,753 -50,753
　　　　　　通信運搬費 3,900 35,658 -31,758
　　　　　　業務委託費 103,680 103,680
　　　　　　賃借料 30,769 161,745 -130,976
　　　　　　支払負担金 1,491,925 2,411,200 -919,275
　　　　　　支払手数料 3,046 3,046
　　　　　　雑費 107,773 -107,773
　　　　　　租税公課 115,900 20,800 95,100
　　　　　経常費用計 19,866,437 15,182,738 4,683,699
　　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 3,358,314 196,799 3,161,515
　　　　　　評価損益等計
　　　　　　当期経常増減額 3,358,314 196,799 3,161,515
　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　経常外収益計
　　⑵　経常外費用
　　　経常外費用計
　　　　当期経常外増減額
　　　　税引前当期一般正味財産増減額 3,358,314 196,799 3,161,515
　　　　当期一般正味財産増減額 3,358,314 196,799 3,161,515
　　　　一般正味財産期首残高 201,452,535 201,255,736 196,799
　　　　一般正味財産期末残高 204,810,849 201,452,535 3,358,314
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額
　　　　指定正味財産期首残高
　　　　指定正味財産期末残高
　　　　当期基金増減額
　　　　基金期首残高
　　　　基金期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高 204,810,849 201,452,535 3,358,314

※科目の使用不可について　平成 29年度より科目を統一しましたので使用不可としました。

（単位：円）

〇�　
新
「
村
お
こ
し
町
お
こ
し
運
動
」
市
町
老
連
活
動
活

性
化
事
業
推
進
補
助
金
交
付
要
綱
の
改
正

　

�　

平
成
29
年
度
よ
り
補
助
対
象
を
新
規
単
位
ク
ラ
ブ
の

立
ち
上
げ
、
若
手
委
員
会
等
の
若
手
高
齢
者
の
組
織
づ

く
り
、
災
害
発
生
時
に
備
え
た
友
愛
活
動
の
実
施
に
変

更
し
た
。

〇�　
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
部
会
報
告
に
お
け
る
実

践
申
合
せ
事
項
の
推
進

　

�　

平
成
29
年
８
月
の
市
町
老
連
運
営
研
究
協
議
会
に
お

い
て
、
平
成
29
年
度
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
実
践
活
動
方
針

と
し
て
決
定
し
た
実
践
申
合
せ
事
業
の
推
進
を
図
っ
た
。

〇　
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

〇�　
山
口
県
地
域
福
祉
推
進
セ
ミ
ナ
ー
〔
県
社
協
主
催
〕

へ
の
参
加
促
進

〇�　
全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
（
９
月
20
日
）」
の
実
践

　
　

��

実
施
ク
ラ
ブ
数　

１
，０
２
９
ク
ラ
ブ
、
参
加
人
数

１
８
，３
３
９
人

〇�　

｢

老
人
の
日
（
９
月
15
日
）・
老
人
週
間
（
９
月
15
日

～
21
日
）」
の
普
及
啓
発

〇�　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
え
る
老
人
ク
ラ
ブ
保
険
、
会

員
章
、
学
習
・
活
動
教
材
の
普
及
拡
大

〇�　

広
報
誌
「
き
ら
ら
シ
ニ
ア
山
口
」（
年
２
回
、
３
，

０
０
０
部
）
の
発
行
【
共
同
募
金
事
業
】

〇�　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
取
組

〇�　
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
（
う
そ
電
話
詐
欺
等
）
防
止

の
取
組

〇�　
高
齢
者
の
住
宅
防
火
対
策
（
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
）
の
普
及
啓
発

正味財産増減計算書
平成29年４月１日から平成30年３月31日まで
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1 口 1,000 円

施　設　名 料金（単位 : 円） 備　　　　　　考
（税・サービス料等）住所・電話番号・FAX 区別 休憩入浴 宿　　泊

ホテルかめ福
〒 753-0056
山口市湯田温泉４丁目 5-2
電 話　083-922-7000
FAX　083-922-7007

個人 2,300 10,000
サービス料込・税別
送迎…無

団体 2,100
（16人以上）

9,000
（15人以上）

かんぽの宿 湯田
〒 753-0064
山口市神田 1-42
電 話　083-922-5226
FAX　083-922-5227

個人 500 500
引き

サービス料込・税込み
送迎…15 人以上は無料（送迎の場所によっては
出来ない場合があります。）
ゴールデンウイーク、盆、年末年始等は除外
休息入浴…税込み（他割引との併用不可）
ただし、午前11 時から正午までは一般利用者につ
いても早割により500 円で利用可。「かんぽの宿利
用提携カード」の提示をお願いします。

かんぽの宿 光
〒 743-0005
光市室積東ノ庄 31-1
電 話　0833-78-1515
FAX　0833-79-1379

個人 500
引き

税込　日帰り宴会…500 円引き
《3,800 円以上のプラン利用》
入浴・施設利用…20％引き

「かんぽの宿利用提携カード」又は、県老連発行の
「協定施設利用提携カード」
の提示をお願いします。（「協定施設利用提携カー
ド」１枚で同伴者全員可能です。）

長崎ブルースカイホテル
〒 852-8007
長崎市江の浦町 18-1
電 話　095-861-6411
FAX　095-861-2531

個人 — 7,000
サービス料・税込
送迎…８人以上は無料《長崎駅⇔ホテル》
入浴のみは無し

団体 — 6,480
（8人以上）

※「憩いの家」指定料金は、一般客に利用料金より、割引きになっております。
※料金の区別「個人」「団体」とは、老人クラブ会員です。
※詳細については、各施設に直接お問い合わせください。
※県老連と全国のかんぽの宿は利用提携を結んでいます。「かんぽの宿利用提携カード」を提示すれば、同伴者３人
様まで１泊２食以上の宿泊プラン料金から 500 円（税込）を割引いたします。（割引除外日及び割引対象外の宿泊
プランがありますので気をつけてください。）

「憩いの家」指定施設きららシニア山口

会員章は老人クラブのシンボル

ご注文は、山口県老人クラブ連合会まで
電話：083-924-2838　ファックス：083-928-2387

会員章は、会員一人ひとりの意欲とクラブの誇りを示す
シンボルであり、仲間の連帯のしるしです。あなたも会
員章を胸に、地域の担い手としていきいきと輝きながら、
クラブ活動を広げていきましょう。

●末広鶴と日の丸
　�鶴（高齢者）が両翼を扇（末広）状に広げて、日章（日本）を担っている図。
高齢者の歩みは、わが国を守り、家庭生活を支えて、地域社会に寄与する高
齢者を表す。なお、両翼の張り出しは、高齢者の衰えぬ活動委嘱を象徴する。

●色彩
　内側の円（日章）が赤。外側の鶴が白、外周線を金色にする。

会員章実物大
縦 13mm　横 18mm
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